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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年10月22日(2009.10.22)

【公開番号】特開2009-114191(P2009-114191A)
【公開日】平成21年5月28日(2009.5.28)
【年通号数】公開・登録公報2009-021
【出願番号】特願2008-291542(P2008-291542)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  45/00    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ  45/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １２１　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/24    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/00    　　　Ｇ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｕ
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月7日(2009.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者における抗原に対する記憶Ｔ細胞応答を誘導するための医薬組成物の製造における
、抗ＣＴＬＡ－４抗体またはそのフラグメントの使用であって、前記抗ＣＴＬＡ－４抗体
またはそのフラグメントがＣＴＬＡ－４の細胞外ドメインに特異的に結合し、さらにＣＴ
ＬＡ－４シグナル発生を抑制するという特徴を有する前記使用。
【請求項２】
　当該抗原が病原体抗原である、請求の範囲第１項記載の使用。
【請求項３】
　病原体抗原がウイルスのエンベロープおよびコート蛋白である、請求の範囲第２項記載
の使用。
【請求項４】
　病原体抗原が黄色ブドウ球菌内毒素Ｂである、請求の範囲第２または３項記載の使用。
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【請求項５】
　当該抗原が腫瘍抗原である、請求の範囲第１項記載の使用。
【請求項６】
　さらに、腫瘍に対するＴ細胞の反応を高めるための腫瘍抗原の使用を含む、請求の範囲
第５項記載の使用。
【請求項７】
　腫瘍抗原が既に死んだ腫瘍細胞または死につつある腫瘍細胞を含む、請求の範囲第５ま
たは６項記載の使用。
【請求項８】
　既に死んだ腫瘍細胞または死につつある腫瘍細胞が照射腫瘍細胞である、請求の範囲第
５または６項記載の使用。
【請求項９】
　腫瘍抗原が、精製蛋白または腫瘍細胞由来の溶解物を含む抗原調製物である、請求の範
囲第５または６項記載の使用。
【請求項１０】
　さらに、免疫反応刺激剤の治療方法における使用を含む、請求の範囲第１～９項のいず
れか一項記載の使用。
【請求項１１】
　免疫反応刺激剤がサイトカインである、請求の範囲第１０項記載の使用。
【請求項１２】
　サイトカインが顆粒球－マクロファージコロニー刺激因子（ＧＭ－ＣＳＦ）、マクロフ
ァージコロニー刺激因子（Ｍ－ＣＳＦ）、顆粒球コロニー剌激因子（Ｇ－ＣＳＦ）、また
はインターロイキン１２（ＩＬ－１２）である、請求の範囲第１１項記載の使用。
【請求項１３】
　さらに、化学療法剤の治療方法における使用を含む、請求の範囲第１～１２項のいずれ
か一項記載の使用。
【請求項１４】
　ＣＴＬＡ－４抗体またはそのフラグメントを、ホストの腫瘍特異Ｔ細胞と生体外で混合
する、請求の範囲第５～９項のいずれか一項記載の使用。
【請求項１５】
　患者における抗原に対する記憶Ｔ細胞応答を誘導することにより癌腫を治療するための
医薬組成物の製造における、抗ＣＴＬＡ－４抗体またはそのフラグメントの使用であって
、前記抗ＣＴＬＡ－４抗体またはそのフラグメントがＣＴＬＡ－４の細胞外ドメインに特
異的に結合し、さらにＣＴＬＡ－４シグナル発生を抑制するという特徴を有する前記使用
。
【請求項１６】
　患者における抗原に対する記憶Ｔ細胞応答を誘導するための医薬組成物であって、ＣＴ
ＬＡ－４の細胞外ドメインに特異的に結合し、さらにＣＴＬＡ－４シグナル発生を抑制す
る抗ＣＴＬＡ－４抗体またはそのフラグメントを含む前記医薬組成物。
【請求項１７】
　患者における抗原に対する記憶Ｔ細胞応答を誘導することにより癌腫を治療するための
医薬組成物であって、ＣＴＬＡ－４の細胞外ドメインに特異的に結合し、さらにＣＴＬＡ
－４シグナル発生を抑制する抗ＣＴＬＡ－４抗体またはそのフラグメントを含む前記医薬
組成物。
【請求項１８】
　放射線療法を受けた患者におけるメラノーマを治療するための薬剤の製造における、抗
ＣＴＬＡ－４抗体またはそのフラグメントの使用。
【請求項１９】
　化学療法を受けた患者におけるメラノーマを治療するための薬剤の製造における、抗Ｃ
ＴＬＡ－４抗体またはそのフラグメントの使用。
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【請求項２０】
　放射線療法を受けた患者における癌腫（カルシノーマ）を治療するための薬剤の製造に
おける、抗ＣＴＬＡ－４抗体またはそのフラグメントの使用。
【請求項２１】
　化学療法を受けた患者における癌腫（カルシノーマ）を治療するための薬剤の製造にお
ける、抗ＣＴＬＡ－４抗体またはそのフラグメントの使用。
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